様式第20号
	[bookmark: _GoBack]警防対策消防本部記入欄
	火災番号
	

	出火日時
	年　　 月　　日　　　　　　時　 　分頃
	覚知時刻
	入電 　　月　　日　　時　　分
出動 　　月　　日　　時　　分

	被災場所
	付近
	
	

	
	
	放水開始時　　刻
	署　　　月　　日　　時　　分
団　　　月　　日　　時　　分

	特記事項
(覚知内容等)
	
	
	

	
	
	鎮圧時刻
鎮火時刻
	月　　日　　時　　分
月　　日　　時　　分


被災状況調査票
	現場調査員記入欄
	突合(地図)番号
	

	調査実施日
	年　　月　　日　　　　　　時　　　分
	調査員
	(　　 )

	火災種別
	１	建 物	２	林 野	３	車 両	４	船 舶	５	航空機	６	その他	７	爆 発

	被災場所
	
	建物
名称
	

	氏名
	職業
　　　年　　月　　日生	歳
	区分
	１占有	２管理	３所有
（ □ 全体 　□ 部分）

	住所
	
	世帯
人員
	世帯	人



	構造
	１	木造	２	軽S造	３	S造
４ RC造	５SRC造	６	(	)
	階数
	地上	階
地下	階
	用途
	
	面積
	建築	㎡
延べ	㎡

	焼損床面積
焼損表面積

	㎡
㎡
	焼損
程度
	１	全焼	２	半焼
３	部分焼	４	ぼや
	被災
程度
	１	全損	２	半損
３	小損	□	水損

	使用区分
	１	現住
２	非現住
	（焼損物件等）
特記事項
	

	死傷者
	死者　　　人
傷者　　　人
	
	


１ 住宅地図等を活用し、焼損している建物や焼損範囲を地図上に記入する。
２ 地図上の建物等に焼損程度等を記入するとともに、突合番号を付し、本調査票と照合できるようにする。
３ 本調査票への記録は、占有・管理・所有の区分ごとに実施する。
４ 現場を写真撮影する。調査対象が多数にのぼるため、照合用の突合番号をボード等へ記し写し込んでもよい。
５ 地震に伴う火災の被災証明発行の時期は、一定の調査活動が終了し次第開始する旨、説明すること。
６ 本調査に関する問い合わせ先、土佐清水市消防本部予防係(0880-82-8119)。
